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会
長
挨
拶
（
要
旨
）

一
京
都
府
図
書
館
等
連
絡
協
議
会
定
期
総
会
開
催
一

六
月
三
日
、
今
年
度
の
定
期
総
会
が
、
定
期
総
会
の
後
、
表
彰
規
程
に
基
づ
く

亀
岡
市
立
図
書
館
に
お
い
て
、
二
十
六
館
今
年
度
の
図
書
館
等
職
員
の
表
彰
が
行
わ

の
出
席
と
九
館
の
委
任
状
提
出
に
よ
っ
て
れ
、
そ
の
功
績
が
称
え
ら
れ
ま
し
た
。

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

澤
田
会
長
の
挨
拶
と
桂
誠
一
亀
岡
市
教

育
長
の
祝
辞
の
あ
と、

尾
上
京
都
市
中
央

図
書
館
図
書
課
長
の
議
長
の
も
と
で
協
議

が
始
め
ら
れ
ま
し
た。

ま
ず
、
事
務
局
よ
り
六
十
一
年
度
会
務

報
告
、
六
十

一
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別

会
計
報
告
、
専
門
委
員
会
報
告
を
、
監
事

よ
り
会
計
監
査
報
告
を
そ
れ
ぞ
れ
協
議
し

た
結
果
、
提
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

次
い
で
、
京
都
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
点
字
図

書
館
の
加
盟
に
伴
う
分
担
金
規
定
の
改
正

案
（
「
分
担
金
規
定
別
表
」
に
『
そ
の
他
四
千

円
』
の
項
を
追
加
し
、
京
都
ラ
イ
ト
ハ
ウ

ス
点
字
図
書
館
に
適
用
す
る
こ
と
）
が
、

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
、
六
十
二
年
度
事
業
計
画
（
案
）
、

六
十
二
年
度
一

般
会
計
及
び
特
別
会
計
予

算
（
案
）を
提
案
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
会
長
よ
り
、
個
人
及
び
施
設

（
図
書
館
）
が
日
図
協
に
加
盟
し
て
欲
し
い
。

ま
た
、
京
都
府
社
会
教
育
委
員
会
議
の
図

書
館
専
門
委
員
会
議
の
内
容
が
良
い
も
の

に
な
る
よ
う
に
、
市
町
村
立
図
書
館
の
意

見
や
要
望
を
出
し
て
欲
し
い
、
と
特
に
お

願
い
さ
れ
ま
し
た
。

当
協
議
会
の
活
動
が
十
二
年
目
に
到
達

し
た
今
、
当
協
議
会
の
主
な
活
動
目
標
で

あ
る
、
京
都
府
に
お
け
る
図
書
館
振
興
策

の
策
定
促
進
に
つ
い
て
、
毎
年
秋
に
京
都

府
知
事
を
初
め
関
係
機
関
に
要
望
し
て
ぎ

ま
し
た
と
こ
ろ
、
昭
和
六
十
一
年
八
月
に

京
都
府
教
育
長
か
ら
京
都
府
社
会
教
育
委

員
会
議
に
対
し
て
、
「
生
涯
学
習
社
会
を

展
望
す
る
京
都
府
の
図
書
館
の
あ
り
か
た

（
京
都
府
立
図
書
館
基
本
構
想
）
」
に
つ
い

て
諮
問
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
う
け
て
「
図
書
館
問
題
調
査
研

究
専
門
委
員
会
」
が
設
け
ら
れ
、
高
度
情

報
化
時
代
を
指
向
し
、
社
会
の
変
化
に
十

分
対
応
で
き
る
京
都
府
の
図
書
館
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
問
題
点
を
掘
り
起
こ
し
、

石
井
満
紀
子

奥
田

茂

一

加

藤

幹

男

竹

田

和

子

中

谷

昌

子

渡

辺

勲

で
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

表
会
を
加
え
た

「
京
図
連
大
会
」
の
形
式

今
年
度
は
定
期
総
会
の
あ
と
に
研
究
発

一
部
修
正
の
う
え
定
期

総
会
に
諮
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

資
料
を
分
析
し
な
が
ら
意
見
の
調
整
を
行

っ

て
ぎ
ま
し
た
。
こ
の
専
門
委
員
会
に
、
市

町
村
図
書
館
の
立
場
か
ら
私
が
選
任
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
委
員
会
の
中
間
報
告
が

三

月
三
十
日
に
教
育
長
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
の
専
門
委
員
会
議
で
は
、
府
立
図

書
館
構
想
の
具
体
的
検
討
、
図
書
館
ネ

ッ

ト
ワ
ー
ク
の
具
体
的
構
想
、
市
町
村
図
書

館
の
振
興
策
等
が
検
討
さ
れ
、
今
秋
の
予

算
編
成
時
ま
で
に
具
体
的
な
提
言
を
ま
と

め
る
予
定
と
事
務
局
か
ら
伺
っ
て
お
り
ま

す
。今

後
も
理
事
・
事
務
局
の
方
々
の
協
力

を
得
な
が
ら
、
こ
の
会
の
発
展
の
た
め
に

努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、

何
卒
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

第
一
回
理
事
会
報
告

今
年
度
最
初
の
理
事
会
が
四
月
二
十
四

日
、
府
立
図
書
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

協
議
事
項
は
、
六
十

一
年
度
事
業
報
告
・

決
算
報
告
・
専
門
委
員
会
報
告
、
分
担
金

規
程
の
改
正
（
案
）
、
六
十
二
年
度
事
業
計

画
（案）

・
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
予
算

（
案
）
、
六
十
二
年
度
定
期
総
会
に
つ
い
て
、

六
十
二
年
度
表
彰
職
員
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ

れ
協
議
の
結
果
、



(2) 

京
都
市
洛
西
図
書
館

昭
和
四
十
七
年
京
都
市
で
初
め
て
の
大

規
模
住
宅
地
「
洛
西
ニ
ュ

ー
タ
ウ
ソ
」
づ

く
り
が
計
画
さ
れ
、
約
二

六
0
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
竹
材
を
伐
採
‘
“
緑
豊
か
な
ま
ち
“
に
、

さ
る
四
月
二
十
日
西
京
区
で
二
館
目
、
京

都
市
内
十

一
番
目
の
地
域
図
書
館

互

が

オ
ー
プ
ソ
し
ま
し
た
。

こ
の
図
書
館
は
、
五
四
六
平
方

醒

メ
ー
ト
ル
、
洛
西
総
合
庁
舎
に
併

設
さ
れ
、
館
内
は
カ
ラ
フ
ル
で
明

國

る
＜
、
ま
た
、
地
域
住
民
の
方
々

に
親
し
み
を
も

っ
て
い
た
だ
く
た

亘

ぃ
‘
幼
児

・
児
童
・
成
人
コ
ー
ナ
ー

の
ほ
か
、
京
都
に
ふ
さ
わ
し
い
資

固

料
を
展
示
す
る
京
都

コ
ー
ナ
ー
を

斤

設
置
す
る
な
ど
閲
覧
し
や
す
く
エ

匡

夫
し
て
い
ま
す
。

蔵
書
は
、
児
童
書
・
絵
本
、
教

ビ

養

・

趣

味

・

娯

楽
・
実
用
書
、
紙

芝
居
な
ど
、
幼
児
か
ら
お
年
寄
り

直

ま

で

が
ご
利
用
に
な
れ
る
よ
う
整

斤

ぇ

、

約
二
万
冊
で
ス
タ
ー
ト
し
ま

展

」

し

た

。
今
後
、
五
万
冊
を
目
標
に

整
備
を
進
め
る
計
画
で
す
。

図
書
館
で
は
、
貸
出
し
の
ほ
か
、
行
事

と
し
て
、
大
型
紙
芝
居
、
読
み
聞
か
せ
、

映
画
会
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

開
館
記
念
行
事
は
五
月
七
日
と
六
月
四

日
の
両
日
、
大
型
紙
芝
居
や
パ
ネ
ル
シ

ア

タ
ー
な
ど
を
行
い
、
大
変
好
評
で
し
た
。

社
会
福
祉
法
人

京
都
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
点
字
図
書
館

今
後
、
皆
さ
ん
方
に
信
頼
さ
れ
、
親
し

ま
れ
る
図
書
館
づ
く
り
に
職
員
一
同
努
力

し
て
参
り
ま
す
。
お
気
軽
に
お
立
寄
り
下

さ
い
。初

め
ま
し
て
、
今
年
度
か
ら
皆
さ
ん
の

仲
間
に
入
れ
て
頂
き
ま
し
た
、
協
議
会
の

新
一
年
生
で
す
。

所
在
地
は
、
京
都
市
北
区
の
、
市
バ
ス

「
千
本
北
大
路
」
の
す
ぐ
近
く
で
す
。

創
立
は
、
一
九
六

一
年
の
こ
と
で
す
が
、

建
設
準
備
の
時
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
、

多
く
の
府
・
市
民
の
方
々
か
ら
お
力
添
え

を
頂
い
て
い
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
対
象
は
、
身
体
障
害
者
手
帳

の
交
付
を
受
け
た
視
力
障
害
者
で
す
。

サ
ー
ビ
ス
内
容
は
、
点
字

・
テ
ー
プ
図

書
・
雑
誌
の
閲
覧
．
貸
出
し
、
読
者
の
個

人
的
な
持
ち
込
み
資
料
の
点
字
・
テ
ー
プ

化
、
対
面
朗
読
、
コ
ピ
ー
、
機
器
貸
出
し
、

読
書
相
談
等
と
な
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
点
字
図
書
館
に
は
；
資
料

の
点
字
・
音
声
化
“
、
そ
れ
に
協
力
し
て
頂

V
"
ポ
ラ
ソ
テ

ィ
ア
の
養
成
IJ

、
と
い
う
特

徴
的
な
業
務
も
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
、
本
年
三
月
末
の
統
計
を

一
、

二
紹
介
し
ま
す
と
、
蔵
書
数
は
、
点
字
が

六
、
五
六
八
タ
イ
ト
ル
、
二
ニ
、
九
五
三

冊
、
テ
ー
プ
は
三
、
六
三
四
タ
イ
ト
ル
、

一
八
、

0
一
八
巻
、
対
面
朗
読
六
六
一
回
、

一
、
四
六
四
時
間
(
86
年
度
）
、
個
人
点
訳

六、

0
四

一
頁
、
個
人
録
音
二
、
八
五
五

時
間
。

又
、
公
共
図
書
館
、
公
民
館
の
御
理
解

を
得
て
、
”
ス
テ
ー

シ
ョ
ソ
貸
出
し
“
も
行

っ

て
い
ま
す
。

当
館
は
、
金
閣
寺
や
大
徳
寺
に
も
近
い

の
で
、
皆
さ
ん
も
一
度
観
光
か
た
が
た
、

御
来
館
下
さ

い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

r,
 ．．
 
I
:
1
 .. 1

i
:
1
 
.• 

1
:
1
:
1
.i

:
1
:
1
:
1
:
1
:
1
:
1
:
1
:
1
.
1
.i
:
1
:
1
:
1
:
1
:
1
:
1
・・
1
:
1
.j

一

▼
館
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の
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動
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孝
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旧
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•

一
久
御
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町
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図
書
館

新

田

口

清

一

旧

奥

田

茂

一

-
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加
茂
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立
図
書
館

新

旭

正

英

一

旧
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芳

男

＿
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江
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江
図
書
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城
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i

一
亀
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市
立
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書
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新
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宏

•
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中
央
図
書
館

新

大

谷

昇

一

旧

安

田

孝

夫

一

＿
京

都

市

醍

醐

図

書

館

新

福

富

規

之

―

旧

田

中

重

夫

一

一
京
都
市
右
京
図
書
館

新

田

中

重
夫

一

旧

宮

原

章
行

―

ー
京
都
市
東
山
図
書
館

新
山
田
正
―
―
―

―

旧

福
富
規
之

—

＿
京
都
市
洛
西
図
書
館

新

奈

佐

博
司

―

ー
京
都
市
伏
見
中
央
図
書
館
開
設
準
備
室

一

新

津

村

俊

勝

一

＿
京
都
府
立
総
合
資
料
館
新

行
待
史
朗

―

旧

西

村

隆

雄

一

長
岡
京
市
教
育
委
員
会
図
書
館
準
備
室

一

新

目

釜

尚

民

―

入
木
町
立
郷
士
資
料
館
新
中
山
又
男



蔵
書
数
は
約
一
万
八
千
冊
、
オ
ー

。
フ
ソ
し
て
わ
ず
か
で
す
が
、
公
民

館
の
と
ぎ
よ
り
毎
月
の
貸
出
冊
数

も
二
倍
に
増
え
ま
し
た
。
ま
た
、

室
内
も
窓
も
広
く
と
り
、
住
民
の

）

・
罷
麗

⑬

_1み
な
さ
ん
か
ら
も
以
前
よ
り
雰
囲

にゅ うす • . - 1 

← ・ 

八
木
町
は
、
京
都
府
の
中
央
に

位
置
す
る
人
ロ
一
万
人
余
り
の
緑

に
つ
つ
ま
れ
た
小
さ
な
町
で
す
。

本
町
で
は
、
昭
和
五
十
三
年
よ

り
公
民
館
図
書
室
で
図
書
サ
ー
ピ

ス
を
行

っ
て
き
ま
し
た
が
、
本
年

三
月
二
十
七
日
、

新
築
と
な
っ

た

八
木
町
立
郷
土
資
料
館
の
一
階
に

移
し
、
資
料
館
図
書
室
と
し
て
オ
ー

プ
ソ
し
ま
し
た
。

ユ ス
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＿

一

八
木
町
立
郷
土
資
料
館
図
書
室

気
が
明
る
く
な
っ
た
と
好
評
で
す
。

一
方
、
図
書
サ
ー
ピ
ス
以
外
に
子
供
映

画
会
や
人
形
劇
を
実
施
し
た
り
、
毎
月
の

「
図
書
室
お
知
ら
せ
版
」
で
新
着
図
書
や

行
事
等
を
P
R
し
、
新
し
い
利
用
者
も
増

え
ま
し
た
。

二
階
は
、
資
料
館
と
し
て
古
文
書
や
写

真
、
絵
画
の
展
示
を
し
た
り
、
郷
土
資
料

や
行
政
関
係
資
料
、
辞
典
等
の
参
考
図
書

を
設
置
、

三
階
は
創
作
活
動
室
等
と
し
て

利
用
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
不
十
分
な
点
も
あ
り
ま
す
が
、

今
後
と
も
、
よ
り

一
層
図
書
を
充
実
さ
せ
、

住
民
の
み
な
さ
ん
の
生
涯
教
育
の
拠
点
と

し
て
利
用
さ
れ
、
親
し
ま
れ
る
よ
う
努
力

し
て

い
ぎ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

精
華
町
立
図
書
館

今
年
の

一
月
よ
り
精
華
町
立
図
書
館
に

キ
ャ
プ
テ
ソ
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
田
辺
・
精
華
・
木
津
が
テ
レ
ト
ビ
ア

構
想
の
モ
デ
ル

都
市
指
定
を
う
け
、
そ
の

一
環
と
し
て
導
入
さ
れ
た
も
の
で
す
。
各

町
二
台
配
置
さ
れ
、
そ
の
内
一
台
が
精
華

町
で
は
図
書
館
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。
特

に
小
・
中
学
生
の
利
用
が
多
く
、
土
・
日

曜
日
な
ど
キ

ャ
プ
テ
ソ
の
休
ん
で
い
る
間

が
あ
り
ま
せ
ん
。
占
い
や
音
楽
、
映
画
、

出
版
情
報
等
に
関
心
が
高
く
、
キ
ャ
。
フ
テ

ソ
を
知
っ
て
久
し
ぶ
り
に
姿
を
見
せ
る
子

も
い
ま
す
。
ま
た
最
初
は
少
し
後
込
み
し

顧 監 理

問 事

事
務
局
員

て
い
た
大
人
の
人
逹
も

「
情
報
が
多
く
便

利
で
お
も
し
ろ
い」

と
レ

ジ
ャ
ー
情
報
な

ど
コ
ピ
ー
さ
れ
て

い
ま
す
。
又
、
図
書
館

で
は
出
版
情
報
な
ど
も
わ
か
り
、
図
書
選

択
の
参
考
に
も
な
り
便
利
で
す
。

福
知
山
市
立
図
書
館

福
知
山
市
立
図
書
館
で
は
、
こ
ど
も
読

書
週
間
の
行
事
の

一
環
と
し
て
、
五
月
十

三
日

「
手
づ

く
り
教
室
」
が
開
か
れ
、
参

加
し
た
小
学
生
ら
は
、

「
動
く
お
も
ち
ゃ
」

作
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

こ
の
教
室
は
、
昨
年
の
折
り
紙
教
室
に

つ
づ
い
て
二
回
目
で
、
今
回
は
ゴ
ム
動
力

で
走
る
紙
製
の

レ
ー
シ
ソ
グ
カ
ー
作
り
に

▼
役
員
等
の
異
動
▲

事

新

佐

々
木

泉

（亀
岡
市
立
図
書
館
長
）

旧

川

勝

正

宏

（亀
岡
市
立
図
書
館
長
）

新

旭

正

英

（
加
茂
町
立
図
書
館
長
）

旧

西

本

芳
男

（
加
茂
町
立
図
書
館
長
）

新

行

待

史

朗

（
京
都
府
立
総
合
資
料
館
長
）

旧

西

村

隆

雄

（京
都
府
立
総
合
資
料
館
長
）

新

大

谷

昇

（京
都
市
中
央
図
書
館
長
）

挑
戦
。
材
料
は
、
部
品
を
印
刷
し
た
ポ

ー

ル
紙
、
竹
ひ
ご、

輪
ゴ
ム
な
ど
。
車
軸
部

分
は
、
ス
ト
ロ
ー
を
使
用
。
指
導
に
当

っ

た
職
員
ら
に
手
伝
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
、

レ
ー

シ
ソ
グ

カ
ー
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

当
図
書
館
で
は
、
永
年
の
願
望
で
あ
っ

た
新
館
建
設
を
計
画
中
で
す
。

市
民
の
要
望
に
も
応
え
、
新
し
い
図
書

館
機
能
を
基
盤
と
し
て
、
広
く
親
し
ま
れ

利
用
し
や
す
い
公
立
図
書
館
を
め
ざ
し
て
、

昭
和
六
十
三
年
度
に
着
工
し
、
六
十
四
年

度
に
新
装
開
館
の
予
定
で
す
。

旧

安

田

孝

夫

（京
都
市
中
央
図
書
館
長
）

新

井

田

茂

子

（
京
都
府
立
図
書
館
）

旧

藤

田

周

子

（京
都
府
立
図
書
館
）

▼
加
盟
館
の
異
動
▲

＊
京
都
市
洛
西
図
書
館
、
京
都
市
伏
見
中

央
図
書
館
開
設
準
備
室
及
び
京
都
ラ
イ
ト

ハ
ウ
ス
点
字
図
書
館
が
そ
れ
ぞ
れ
新
た
に

加
盟
し
ま
し
た
。

＊
長
岡
京
市
中
央
公
民
館
に
変
わ

っ
て
長

岡
京
市
図
書
館
準
備
室
が
、
八
木
町
中
央

公
民
館
に
変
わ
っ
て
八
木
町
郷
土
資
料
館

図
書
室
が
そ
れ
ぞ
れ
加
盟
し
ま
し
た
。

図
書
館



た。

集計の結果、 61年度の相互貸借の概要は次の

とおりでした。市町図書館および公民館（府立

図書館を除く）の間で行われた相互貸借は合計

191冊、府立図書館 と市町図書館および公民館

とでは1,444冊 （内18冊は府立図書館の借受）

でした。合わせて1,635冊が府内の図書館・公

民館の間で貸借されたことになります。

また、府内の図書館と他府県の公共図書館と

の相互貸借は、貸出が23冊、借受が202冊で計

225冊、国立国会図書館からの借受が43冊でし

た。

なお、相互貸借制度に未加入の 6館の内 3館

から、加入を検討中との回答がありました。

現在、事務局で調査項目細部の集計作業が進

行中ですが、相互協力委員会ではこれらの集計

結果に基づき、他府県との比較など詳 しい分析

作業を行い、報告書の形にまとめる 予定にして

います。 さらに今年度は、この作業が終り次第、

逐次刊行物所在（蔵）目録の改訂事業にとりかか

る計画です。

(4) 

I. ：國霞⑪叙エ夏 I 
相互協力委員会 I 研修研究委員会

「資料の相互貸借実施要領」による相互貸借 1 京都府下障害者サーピス実態調査の中間報告

の問題点をさぐり、さらに相互貸借の輪を広げ l <調査に至る経過> 障害者サービス研究グループでは、昨

るため61年度末に実施しました「相互貸借実態 1年発足時に、まず初めに京都府下でのサービスの現状を把掘

調査」では、京図連加盟館のすべてから回答が 1 し、その中から問題点を探りだし、今後の研究課題としたい

寄せられました。ご協力ありがとうございまし ！と考えた。ところで、同年、大阪公共図書館協会が、大阪府

・下公共図書館にア｀ノケート調査 を実施しており、続いて 日本

図書館協会障害者サーピス委員会 •関西小委員会が同一項目

で、近畿地区全体の調査を計画しており、当グループは、 こ

の調査の京都府下分を受け持つこととした。

<と りあえず調査を終えての惑想> ①積極的に取り組んで

いるのは、まだまだ一部の図書館のみであり、特に、障害者

サーピス を特別なサービスと捉えているかのような回答が数

件あり残念であった。②各 自治体での障害者手帳所持者数及

ぴ図書館の利用登録者数から、潜在利用者は必ずいるしまずで

あり、要望がない、利用 が見込めない等の理由でサー ピスを

行っていないのはおかしい。③多くの図書館から、職員不足 ・

予算不足の悩みが寄せられたが、現状の下で、ちいさな図書

館でもでぎることを探って行く必要性を痛感した。こ こに

「大阪の障害者サービス1986」の総評からの一文を引用する。

「人がいなくても、お金がなくても、障害者への図書館サー

ピスは不可能ではないことを、また図書館 として障害者に何

等のサービスもしないということは、障害者に対する人権侵

害にもあたることを図書館員は肝に銘じておく必要がある 」

④町立図書館での取り組みで注目 されるのは田辺町で、障害

者サービスの担当職員をおぎ、宅配やBMで老人施設に巡回

するなどのサービスを行 っている 。八幡市民図書館での市販

ミュージッ クテー プ貸出 し、ボラソティアによる電話朗読サー

ビスなどユニークな活動もみられる 。

<さいごに> この調査の詳細は、今年中に報告書を作成す

る予定なので、それをお待ちください。

「相互貸借帳票」の不足している館がありま

したら、事務局へご一報ください。すぐに送付

いたします。

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

さ
い
。
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井
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同
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で
す
。
各
地
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い
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だ
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す
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図
本
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す
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意
見
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書
館
資
料
の
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介
等
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ど
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お
寄
せ
下

ま
す
。
新
藤
田
周
子
（
京
都
府
立）
、
旧

一
部
変
更
が
あ
り
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し

え
ま
し
た
が
、

今
回
、
担
当
メ
ソ
バ
ー
に

広
報
委
員
会
だ
よ
り
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し
て
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市
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